
 

一般社団法人 Home NOC Operators' Group 

 

2021 年度事業報告書 

（2022 年 1 月 12 日－2022 年 3 月 31 日） 

  



 

ごあいさつ 

 

 当法人は 2014 年 12 月から任意団体「自宅 NOC オペレーターズグループ」として活動を

してきた任意団体を、2022 年 3 月に一般社団法人（非営利徹底型）を設立し法人化しまし

た。当法人は、任意団体設立時から変わらず、インターネットやネットワーク技術に興味が

ある学生やエンジニアにより、インターネットに接続する自律システムを設計、構築、運用

すること通じて、技術者育成に寄与する事を目的としております。 

 

 2014年 12月の任意団体設立から 7年以上が経過し、取り巻く環境やメンバーの変化によ

り、契約行為や財産の管理に問題を抱えた状態になっていました。具体的には、法人向けに

提供されている一部のサービスの契約が難しいことや、個人名での契約となり、名義人とな

るメンバーに大きな負担が掛かるなどの点があげられます。また、任意団体での電子決済シ

ステムの導入や銀行口座の開設が難しく、会費の徴収や資金の管理が難しい状態でした。こ

れらの課題を解決し、より信頼される団体として継続的に活動を行っていくために一般社

団法人化することになりました。 

 

 今後ともインターネットの発展に尽力して参りますので、ご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 

 

2022年 5月 14日 

一般社団法人 Home NOC Operators’ Group 理事一同 

  



1.2021 年度事業の概要 

 

 当法人は 2014 年より活動してきた任意団体である「自宅 NOC オペレーターズグループ」

の活動を法人化する目的で、2022年 1月 12日に設立されました。年度末まで 2カ月半余り

の時期での設立となったため、事業の法人での開始は 2022年 4月（2022年度）からするも

のとし、2021年度は法人として事業を行うための準備のみを行いました。 

 

2.社員総会の開催 

 

 第 1回臨時社員総会を 2022年 3月 11日（金）に Zoomによるオンライン形式で開催しま

した。社員総会の議事録と関連資料は当社の Webサイトにおいて公開を行いました。 

 

⚫ 第 1号議案（会員会費制度） 

2022 年度より本格的に事業を開始するにあたり、当法人の会員制度と会費制度につい

てについて議決しました。議決した会員制度と会費制度は当法人の Web サイトにおい

て公開を行いました。 

https://www.homenoc.ad.jp/about/membership/ 

 

⚫ 第 2号議案（2022年度の事業計画） 

2022年度の事業計画と予算計画について議決しました。2021年度については会費など

の収入が一切無いため、役員が立て替えた法人設立費用などは 2022年度に繰り越し対

応することも議決しております。 

 

⚫ 第 3号議案（定款変更） 

社員総会の議事録には実印による押印が必要となっていますが、昨今の社会情勢など

を鑑みてオンラインで完結できるよう、電子証明も認める定款に変更することを議決

しました。 

  

https://www.homenoc.ad.jp/about/membership/


3.会員の状況 

 

 2022 年 3 月末現在の会員数は以下の通りとなります。各会員には任意団体から継続して

会員となっている者を含みます。なお法人化に伴う退会の申し出はありませんでしたので、

任意団体の全会員が当法人の会員に移行しております。 

 

正会員：3名 

実験ネットワーク会員：53会員（団体と個人の合計数） 

コミュニティ会員：65名 

 

4.2022 年度の事業開始に向けた準備 

 

 法人として事業を開始する 2022年 4月（2022年度）に向けて、以下の準備を行いました。 

 

⚫ 会員システムの改修 

ネットワーク接続を利用している会員が技術情報などを閲覧できる会員用ポータルサ

イトの改修を行いました。（会員用ポータルサイト自体は任意団体時代から運用してい

たものです。） 

 

⚫ 法人銀行口座の準備 

住信 SBIネット銀行を選定し法人用銀行口座の契約を行いました。 

 

⚫ 決済システムの準備 

会費の徴収を行う仕組みとして電子決済システム（Stripe）を選定し契約を行いました。 

 

⚫ 任意団体での各種契約の法人契約への変更 

任意団体の頃から契約していた各種サービス（データセンターサービス、アクセス回線

サービスなど）の契約名義を法人名義に変更し、法人銀行口座から利用料を決済できる

ようにしました。 

 

⚫ 会計システムの契約 

法人会計を行うシステムとして Free会計（クラウド型会計システム）を選定し契約し

ました。 

 

以上 


